
 
 

（１） 技術開発全体計画書 

                                                                   

課題名
 

ノウサギ食害防護柵の防護効果検証試験 開発期間
 

令和２年度～令和5年度 

開発箇所
 

香川所 

（鷹山33へ） 

嶺北署 

（葛篭谷黒滝山 

231ろ） 

担当 

部署 

森林技術・支援 

センター 

共同研究 

機  関 
 

技術開発 

目  標 
３

 

現 状 と

問 題 点 

近年、主伐・再造林の増加に伴い、新植面積が増えるとともにニホンジカのよる食害によ

り補植・改植地の面積も増加してきている状況。 

この様な中、新植地等ではニホンジカによる食害以外にノウサギによる食害が各地で多く

発生している。このことから、ニホンジカの食害防止対策と併せてノウサギによる食害被害

対策を講じる必要がある。 

しかし、これまでのニホンジカの食害防止柵（ネット）（以下「防護ネット」という）で

は、目合いが大きいため、ノウサギが新植地へ侵入されるとともに、目合いを小さくすると、

周囲を囲った防護ネット内に閉じ込めてしまうことから、効果的な食害防止対策が難しいと

ころであり、ノウサギによる食害対策に対する取組が喫緊の課題となっている。 

 

開発目的 

１． 効果的な防護ネットの開発 

２． 効果的な防護ネットの施工方法の検討 

３． 安価な市販防護ネットによる防護効果の検証 

開発方法 

１． 防護ネットの開発 

（1） 安価で効果的な防護ネットの開発（シカ防護ネット兼用タイプ） 

（2） シカ防護ネットのメーカーと協力 

２． 効果的な防護ネットの施工方法（張り方）の検討 

（1） 既存シカ防護ネットに防風ネットを施工【タイプ A】 

（2） 既存シカ防護ネットのスカートネットをアニマルネットに換える【タイプ B】 

（3） LS ネット（目合い：上 100 ㎜、下 50 ㎜、ステンレス入り）【タイプ C】 

（4） 従来式（スカートネット付き：比較対象用）【タイプ D】 

３． 安価な市販防護ネットの防護効果の検証 

アニマルネット（目合い：16 ㎜角目）【タイプ E】 

４． 試験地（集約化試験団地内） 

（1） 香川所：鷹山 33 へ林小班 

（2） 嶺北署：葛篭谷黒滝山 231 ろ林小班 

５． 開発期間 

令和 2 年度～令和５年度（令和 5 年度取りまとめ） 

 

 

年 度 別 

計 画 及

び 経 費 

 

 

 

 

令和2年度 

１． 試験地の設定（集約化試験団地内） 

（1） 香川所：鷹山 33 へ林小班 

（2） 嶺北署：葛篭谷黒滝山 231 ろ林小班 

２． 防護ネットの開発 

（1） 2 社程度（正和商事（LS ネットメーカー）、その他） 

（2） ステンレス入りの有無 

（3） 目合いの違い 
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（２）技術開発実施経過・実施計画書 

 

課題名
 

ノウサギ食害防護柵の防護効果検証試験 開発期間
 

令和２年度～令和5年度
 

開発箇所
 
香川所（鷹山33へ）

嶺北署（黒滝山231

ろ） 

担当 

部署 

森林技術

・支援セ

ンター 

共同研究 

機  関 
 技術開発 

目  標 
  ３   

開発目的 

１．効果的な防護ネットの開発 

２．効果的な防護ネットの施工方法の検討 

３．安価な市販防護ネットによる防護効果の検証 

年 度 別 実 施 経 過
 令和４年度実施報告 令和５年度 

実施計画 実施（予定等）内容 普及指導 

令和２・３年度 １．効果的な防護ネッ

トの施工方法の検討 

 

２．安価な市販防護ネ

ットの防護効果の検

証 

 

・プロット周囲に自

動撮影カメラを設

置してノウサギの

出現頻度を調査。 

 

・設置した防護ネッ

トの破損状況及び

破損原因の究明や

防護ネット内外の

苗木の食害状況を

定期的に目視調査

し、防護ネットの

設置効果を検証。 

 

（別添のとおり） 

「集約化試験団

地の試験結果中

間とりまとめ」

現地検討会にお

いて、黒滝山試

験地での本技術

開発課題の実施

結果（継続中）

を報告。 

１．効果的な防護ネ

ットの施工方法の

検討 

 

２．安価な市販防護

ネットの防護効果

の検証 

 

（4年度と同様の取

り組みの継続） 

 

３．とりまとめ 

１．防護ネットの開発 

・２社のメーカーに依頼。 

➢メーカーからの提案等なし。 

２．効果的な防護ネットの施工方

法の検討 

・４つのタイプ（A～D）のプロ

ットを２箇所の試験地に設置。 

・設置時に作業工程調査を実施 

・設置した防護ネットの破損状

況や苗木の食害を定期的に目視

調査。 

・プロット周囲に自動撮影カメ

ラを設置して損傷の原因の把握

及びノウサギの出現頻度を調査

。 

３．安価な市販防護ネットの防護

効果の検証 

・目合い１６mm の市販ネット

を試験地に設置。 

【タイプE】（ノウサギ専用） 

令和３年度 

１．効果的な防護ネットの施工方

法の検討 

・新たにタイプF（L字型）を追

加設置（黒滝山）し、その効果を

調査。 

・鷹山試験区において、試験苗

木の改植を実施（枯損のため）し

、再調査を開始。 

技 術 開 発 委

員 会 に お け

る意見 

 

ノウサギの被害は、林床植生の多寡と関係性があるとの研究結果もあるため、そうした

林床植生と苗木の被害の関係性を実証してはどうか。 
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年 度 別 

計 画 及

び 経 費 

３．効果的な防護ネットの施工方法（張り方）の施工 

（1） 既存シカ防護ネットに防風ネットを施工【タイプ A】 

（2） 既存シカ防護ネットのスカートネットをアニマルネットに換える【タイプ B】 

（3） LS ネット（目合い：上 100 ㎜、下 50 ㎜、ステンレス入り）【タイプ C】 

（4） 従来式（スカートネット付き：比較対象用）【タイプ D】  

４．安価な市販防護ネットの防護効果の施工 

市販のアニマルネットの施工【タイプ E】 

 

【経費】   ３０千円 

令和 3 年度～５年度 

１．防護ネットの開発 

（1）2 社程度（正和商事（LS ネットメーカー）、その他） 

（2）ステンレス入りの有無 

（3）目合いの違い 

（4）開発した防護ネットを令和 3 年度植栽作業発注予定箇所で実施 

（5）防護効果の検証 

 

２．効果的な防護ネットの施工方法（張り方）の損傷・防護効果の検証 

（1） タイプ A 

（2） タイプ B 

（3） タイプ C 

（4） タイプ D 

（５）タイプ F【追加設置】 

 

３．安価な市販防護ネットの損傷・防護効果の検証 

タイプ E 

 

４．取りまとめ 

【経費】 3 年度   １０千円 

     4 年度   １０千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

技術開発

委員会に

おける意

見 

１．どのような評価をすべきなのか、はっきりしないと無駄な取組みとなる。評価手法を

しっかりすること。なお、評価手法として柵の損傷具合を調べる場合、その損傷の原因

はシカ、イノシシ、ノウサギなのかの判定が難しい。また、苗木の損傷についても、毎

木データをとり、具体的な評価方法を検討すること。 

２．ネットで囲んだプロット内にノウサギを放して食害の実態調査やネットを破って逃

げるのか検証したらどうか。 
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（３）技術開発（実施評価）  
 

課題名：ノウサギ食害防護柵の防護効果検証試験 

評 価 項 目 評価基準 特 記 事 項 

①必要性 

ａ 国自らが実施する必要性 
A 
 

 

ｂ 森林・林業・木材産業のニーズから
見た重要性 

A  

ｃ 社会的ニーズから見た重要性 A  

②効率性 

ａ 投入予定の資源（労務・予算）と予
想される成果の妥当性 

B  

ｂ 技術開発計画（的確な見直しが行わ
れているかを含む）、実施体制（関係
機関との連携等）の妥当性 

B  

③有効性 

ａ 目標の達成度 
B 
 

 

ｂ 目標達成の可能性 B  

ｃ 成果のインパクト（地域林業・木材
産業への貢献､事業化、実用化等の見直し
等） 

B  

総合評価 

１：高く評価できる 
２：妥当である 
３：見直しが必要である   
４：中止すべき 

 
総合コメント：当該課題で修正すべき点はなし。 
 

（注）１ 評価基準には、実施評価の基準に従い、A,B,C,D のいずれかを記入する。 
   ２ 総合評価は、各評価項目の評価を総合的に勘案し記入する。 
   ３ 総合コメントには、当該課題について修正すべき点等について具体的に記入する。 

 

-6-



-7-



-8-



-9-



-10-



-11-



-12-



-13-



-14-



-15-



-16-



-17-



-18-



-19-



-20-



-21-


	5.スライド【課題１】ノウサギ食害防護柵の防護効果検証試験.pdf
	既定のセクション
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30


	7.5-2スライド【課題２】シカ・イノシシ兼用捕獲用わなの開発.pdf

